
防災対策課　☎0738-23-5528防災情報

※周囲の状況により具体的な行動は異なります。日頃からいざという時の行動を考えておきましょう。

行動の具体例
【屋内にいるとき】
・頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に
　避難する。
・あわてて外に飛び出さない。
・無理に火を消そうとしない。

【自動車を運転しているとき】
・あわててスピードを落とさない。
・ハザードランプを点灯し、まわりの車に注意を促す。
・急ブレーキはかけず、緩やかに速度をおとす。
・大きな揺れを感じたら、道路の左側に停止する。

【屋外にいるとき】
・ブロック塀の倒壊等に注意する。
・壁やガラスがある場所から離れ、落下物から
　身を守る。
・丈夫な建物のそばであれば、建物の中に避難する。

【山やがけ付近にいるとき】
・落石やがけ崩れに注意し、できるだけ離れる
　ようにする。

【緊急地震速報とは】
　緊急地震速報とは、地震の発生直後に各地の強い揺れの到達時刻や震度を予測し、可能な限り素早く知らせる情
報のことです。地震の強い揺れが到達するまでのわずかな時間を利用し、地震による被害を軽減するために気象庁
が提供しています。
　緊急地震速報は下の図のようなながれで、スマートフォンやテレビ、ラジオなどに報知音とともに伝えられます。

【緊急地震速報を見聞きしたときは】
　緊急地震速報を見聞きしてから地震の強い揺れが来るまでの時間は数秒から長くても数十秒程度しかありませ
ん。そのため、緊急地震速報を見聞きしたときの行動は、まわりの人に声をかけながら「周囲の状況に応じて、あ
わてずに、まず身の安全を確保する」ことが基本です。

●緊急地震速報のながれ

～緊急地震速報 あわてず、まず身の安全を!～

地震による強い揺れが
始まる前に素早くお知らせ！

スマートフォン・
テレビ・ラジオなど震源や規模、予想される

揺れの強さ（震度）等を
自動計算し、緊急地震速報を発表！

気象庁
震源近くの地震計で
地震波をキャッチ！

地震計地震発生！

（注意点）
・震源に近いところでは緊急地震速報が間に合わない
ことがあります。
・ごく短時間のデータだけを使った速報であることか
ら、予測された震度に誤差を伴うことがあります。
・緊急地震速報の特性や限界、利用上の注意について
はこちらをご覧ください。

気象庁ホームページ
https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/
data/nc/shikumi/tokusei.html

健康福祉課　☎0738-23-5645保健だより

アレルギーを知ろう、学ぼう！
2月17日～2月23日はアレルギー週間 

●知っていますか？赤ちゃんのスキンケアと食物アレルギーの関連
　　近年の研究より、湿疹やアトピー等、弱ったお肌に食物が触
れることで、食物アレルギーの発症率が高くなることがわかり
ました。

　　特に赤ちゃんには、乳児湿疹などの皮膚トラブルがよく見ら
れます。予防のために、保湿を中心としたスキンケアが重要と
なります。湿疹が出ている、かゆがっている等の症状がある場
合、自然に治るのを待つのではなく、医療機関で指導を受けた
うえで治療することが大切です。

●危険な『アナフィラキシー』について
　　ごく稀に、命に危険が及ぶ強いアレルギー反応「アナフィラキシー」が起
こることがあります。アナフィラキシーは、臓器を含む全身にアレルギー
反応が起こり、「呼吸困難」や「喘鳴（ゼエゼエ、ヒューヒューとした呼
吸）」「ショック（血圧低下による血流の低下）」などを引き起こします。症
状は急速に進むため、一刻も早く救急車を呼びましょう。

食物アレルギー 薬剤・昆虫アレルギー アトピー 花粉症 喘息

　私たちの体には、菌やウイルスから身を守るための「免疫」が備わっています。この「免疫」が、特定の物質に
過剰に反応して、くしゃみや湿疹、呼吸困難などの症状を引き起こすことをアレルギーといいます。

アレルギーってなに？ 

　アレルギー週間を前に、日本アレルギー協会が市民公開講座を開催します。和歌山県のアレルギー対策や、アト
ピー対策に関する講座が聞けますので、興味のある方はお申し込みください！

市民向けの講座（Web 配信）があります

　　　　　第29回 アレルギー週間 市民公開講座（Web配信）先着200名
日　　時：令和５年2月11日（土）　14：00～ 15：45
総合司会：日本赤十字社和歌山医療センター　小児科部長　吉田　晃　先生

無 料
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